
⑪-２授業改善推進プラン（中間改善計画）

小14　町田市立南第四小学校

授業をデザインする８つの取組について

ICT機器の活用

見通しをもたせる導入

振り返りの設定

大型提示装置やChromebook等を活用し、児童の考えを共有する場面
や共同作業に取り組む活動を設ける。
児童が主体的に学ぶことができる動機づけをするため、導入を工夫す
る。
学習内容を振り返り、めあてに対する自己評価をしっかりさせ、学習
内容のより確かな定着と主体的に学ぶ態度を育成する。

・実験内容を日常生活と結び付
け、根拠ある予想や仮説を発想
し、共有し合えるようにする。
・自分の考えをもった上で実験を
行えるよう、施行する時間を確保
し、選択肢を設けたり、具体物を
用意して考えを深められるように
する。
・ICTを上手く活用し、既習事項
を踏まえながら思考する時間を
確保できるようにする。

（中学年からのスタートに向けて現時
点で意識する指導の重点）
・身の回りの生物について、色、形、大きさ
などの視点に着目して比較し、生き物の特
徴を捉えたり、友達の発見と自分の発見を
比べ、差異点や共通点について比較するた
めに必要なポイントを掲示させる。
・児童が主体的に取り組めるようにするため
に、単元の導入で興味をもてるような写真や
動画など、事象提示をする。
・ICTを活用し、写真や動画を撮り、詳しく調
べられるように工夫する。

理
科

・観察や実験結果を原因や新たな疑問など
と関係付ける活動を通して、科学的な思考
力・表現力を高める。
・問題解決の過程を振り返る時間を確保し、
学んだことを生かして深く追及したり、ものづ
くりをしたりする活動を通して、理科の有用
性に気付かせ主体的に学ぶ態度を育てる。
・科学的な見方、考え方を身に付けさせるた
めに、協働的、探究学習を実施する。

・予想や仮説を設定し、検証に
必要な観察・実験を立案させる
時間を設定する。活動の中で気
付いたことや疑問に思ったことを
共有し、問題解決の意欲につな
げる。実験結果をまとめる時は、
必ず考察を書かせる。
・ICTを活用し、学習の理解を視
覚的に補助したり、学び合いの
ツールとして活用したりする。

中学年 高学年
各教科における課題を改善するための指導の重点

国
語
科

○言葉による見方・考え方を働かせ、言語
活動を通して、国語で正確に理解し適切に
表現する資質・能力を高めるために、協働
的、探究学習を実施する。
・音読をする機会を増やす。量を増やすこと
で、語のまとまりや文章全体の構成や内容
の大体を意識させる。
・読書ビンゴや読み聞かせ、本の紹介等、
意図的に本に触れる機会を与え、言語感覚
を育成する。

・身近なことを表す語彙を増やし、日常会話
や話し合い活動で使用できるようにする。ま
た、ていねいに書字をできるようにする。
・物語文では、音読を重視するとともに、時、
場所、登場人物を捉えて、全体を読めるよう
にする。
・説明文で「問い」と「答え」の文を自分で見
付けることができるようにし、事柄の順序を
考えながら、内容の大体を読めるようにす
る。

・話合い活動を通して、話す事柄の順序を
考え、相手に伝わるように話すことができる
ようにする。
・物語文では、音読を重視するとともに、全
体を読んだ後、細部を読んで因果関係をと
らえて、作品全体をとらえるようにする。
・ICT端末のツールを活用し、意見を共有で
きるようにする。

・話合い活動を通して様々な意見を聞き、
自分の考えや思いを深める学習を充実させ
る。
・物語文では、音読を重視したり工夫したり
するとともに、文章全体と細部を比べなが
ら、主題をとらえることができるようにする。
・ICT端末のツールを活用して意見を共有
し、意見や感想をもてるようにする。

社
会
科

算
数
科

学力調査等の状況

・自分の考えを書かせる指導、考えを共有
する時間の確保など工夫した授業を作る。
・問題文から数量関係を捉え立式し、既習
事項から解決の手立てを導き出せるような
指導を取り入れる。
・「がんばろうプリント」の内容をより基礎の内
容に絞り、全領域で復習できるように再編集
し、取り組ませた。その後の定着を診断シー
ト等で確認・分析し、学年共有し、苦手分野
の補充を授業に組み込む。
・習熟度別学習、Qubenaでのドリル学習を
通し、基礎的な内容の習熟を図る。

〇社会的な見方、考え方を身に付けさせる
ために、協働的、探究学習を実施する。
・様々なグラフや資料を用いて情報を読み
取らせ、自ら情報を得る。
・学んだ知識や資料を活用して、地理的・社
会的な視点で課題を捉える力を養う。
・視聴覚教材を活用し、児童自らが資料を
取得し、意見を交流できる活動を取り入れ
る。
・スライドやドキュメントを使い、調べたことを
まとめ、発表できるようにする。

○数学的な見方、考え方を身に付けさせ、
数学的活用能力を高めるために協働的、探
究的学習を実施する。
・学年ごとの教材と学習後の診断シートを活
用し、前学年までの既習事項のさらなる定
着強化を図る。
・全学年で少人数グループ授業を展開し、
基礎的・基本的な知識の定着を図る。
・集団討論の場を設定し、多様な考えに気
付き、学びを深める。

中位層が平均より低い傾向が見られるので、学力の全体的な底上げを図る。７月までの単元テストの成績一覧表を作成し、個人面談で保護
者に個々の課題を周知する。また学校全体で基礎計算の問題に取り組んでいく「算数がんばろうプリント」の取り組みをする。国語「書くこと」
の向上のために、各教科で「書く活動」をしっかりと確保していく。低学年から基礎基本の定着を基盤とした授業を展開すると共に、教科担
任制の特色を生かし、高学年の授業の専門性を高め、質の高い授業を展開する。

見えてきた課題

（中学年からのスタートに向けて現時点で意
識する指導の重点）
買い物や近所の建物など日常にひそむ「社
会科」に関係する事柄に興味をもたせる。

・内容の系統性、単元のねらい、児童の実
態を踏まえた指導計画の見直しをする。
・一人一人の学びの充実を図り、主体的な
学び合いを促す指導の工夫をする。
・「がんばろうプリント」の実施状況から、内容
の定着度や苦手分野を確認・分析し、学年
で共有して補充学習を授業に組み込む。
・習熟度別学習、Qubena等の学習コンテン
ツを活用し基礎的な内容の習熟を図る。

・身近にある疑問や問題について、資料や
ICTを使って情報をまとめる。それをノートに
書かせたり、発表させたりする。
・都道府県など、知識を深める学習につい
ては、児童自身で問題を作り、友達と問題を
出し合ったりする話し合いの活動を行うこと
ができるようにする。

・低い土地、温かい気候の土地など、それ
ぞれの特色について学んだあと、それらの
課題について、自分自身で学習課題を作
る。資料や教科書を使って課題を解決する
ための方法を考えることができるようにする。
・グループでグラフなどの図や表を使って、
調べたことをまとめ、学んだことを全体に共
有できるようにする。
・グループの発表を受けて、疑問に思ったこ
とや改善点などを話し合うことができるように
する。

・実際に体験させる授業を通して、数量感覚
を身に付けさせ、数を正確に捉えられる指
導を取り入れる。
・問題文から図やイラストに表し、数量関係
を捉え立式できるような指導を取り入れる。
・「がんばろうプリント」の内容をより基礎の内
容に絞り、全領域で復習できるように再編集
し、取り組ませた。その後の定着を診断シー
ト等で確認・分析し、学年共有し、苦手分野
の補充を授業に組み込む。
・習熟度別学習、Qubenaでのドリル学習を
通し、基礎的な内容の習熟を図る。

R６年度の「全国学力・学習状況調査」では、算数・国語ともに、都や全国を下回り、十分な成果を上げるこ
とができなかった。算数は、どの領域も問題も都や全国を下回った。

年度当初に設定した重点 低学年



⑪-２授業改善推進プラン（中間改善計画）

年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年

生
活
科

○生活上必要な習慣や技能を身に付けさ
せ、自立の基礎を養うために、協働的、探究
学習を実施する。
・具体的な活動を多く設定し、知的好奇心
や探究心を高める。
・見通しをもたせる導入を通して、自分と身
近な人々、社会及び自然の事象に対する
「問い」をもたせ、問いを解決できる学習計
画を児童と共に考える。
・自分が身近な人々や、社会、自然に対し
主体的に関わっていくことができる活動を取
り入れ、認め合う・学び合う集団を形成す
る。

・児童の生活経験の差が大きいため、グ
ループ活動を取り入れ、それぞれの経験を
共有させて課題に取り組ませる。
・児童に身に付けさせる力を意識して、それ
を育ませるための分かりやすい資料提示
（写真や動画など）を用いて視覚的な導入
を学年で工夫する。
・年間を通じて、見通しをもった単元指導計
画を立て、ICTを効果的に活用することによ
り、考えを広げたりまとめたりすることができ
るよう、児童一人一人の考えが深められるよ
うにする。
・家庭や地域との関わりを通して、地域に興
味・関心をもち、様々な相手に自分の思い
や願いを表現できる場の設定を工夫する。

音
楽
科

◯音楽的な見方・考え方を身に付け、音楽
表現へつなげる力を培うため、協働的、探
究学習を実施する。
・児童が自ら課題を見付け、主体的に学ぶ
ことができるよう、導入や振り返りを工夫をす
る。ワークシートを活用し児童が学びの積み
重ねを実感できるよう指導する。
・対話的な学びを通して児童の学びを広げ
深めるため、ペアやグループ活動を設定す
る。
・児童が既得の知識や技能を生かしながら
学びを深められるよう、系統的な学習指導
計画や評価計画を実施する。

・身体表現を取り入れた音楽活動を行うこと
で、曲想と音楽を特徴付けている要素との
関わりに気付かせる。
・歌唱、鑑賞、器楽、音楽づくりの各領域を
関連付け指導することで知識を習得しやす
くさせる。
・１単位時間や単元ごとで学びの振り返るこ
とで学びの実感をもたせ、次の学年につな
げる。

・ワークシートを活用することで、単元の見通
しや課題をもたせ学びの積み重ねを実感さ
せる。
・ペアやグループなどの協働学習を設定し、
互いの表現の良さを認め合い学びを広げて
いく。
・単元の構成を歌唱、器楽、鑑賞、音楽づく
りの各領域で計画的に配置し、学習内容の
理解がより深まるように指導する。

・ICTの活用として、各グループの考えや工
夫を即時的に全体で共有し、学びを深め
る。
・単元の導入では、全体の見通しがもてるよ
う視覚的に把握できるよう板書やワークシー
トを工夫する。
・合唱や合奏で協働学習を設定し、互いの
表現の良さを認め合い学びを深めていく。

図
工
科

○造形的な見方、考え方を身に付け、表現
する力を培うために、協働的、探究学習を
実施する。
・積極的に自己表現できるような題材の設
定をし、材料の魅力、活動への関心や意欲
につなげる。
・クラスメイトとの関わりにより、作り出す喜び
を味わわせる。
・自分の思いや考えをしっかりともち、制作
に取り組めるように、個に応じた指導を充実
させる。

・自分のつくり上げた作品を展示する場を設
け、つくり出す喜びを味わわせるようにす
る。
・見通しをもって活動することができるよう、
題材の導入の説明を的確に行う。
・児童の知識や技能に応じて、机間指導の
充実を図る。

・自分のつくり上げた作品を発表する場を設
け、対話的な学びを進め、つくり出す喜びを
味わわせるようにする。
・見通しをもって活動することができるよう、
ワークシートを活用し、制作イメージを広げ
られるようにする。
・題材に必要な知識を、児童がいつも確認
できるように掲示する。

・様々な作品を鑑賞する機会を設け、対話
的な学びを進め、つくり出す喜びを味わわ
せるようにする。
・見通しをもって活動することができるよう、
ワークシートを活用し、より深く制作イメージ
を広げられるようにする。
・題材に必要な知識を、児童がいつも確認
できるように掲示する。

外
国
語
科

○外国語科を通じた異文化への柔軟な見
方、考え方を身に付けさせるために、協働
的、探究的な学習を実施する。
・高学年では、書くこと・読むことを取り入
れ、毎時間繰り返すことで定着を図る。
・児童同士や教員とコミュニケーションをとる
場を設定し、コミュニケーション能力を育て
る。
・ICTを活用し、言語だけでなく視覚でも意
味を捉えられるようにする。

・書くこと、読むことについての技能を高める
ために、毎時間学習を積み重ねられるような
工夫をする。
・児童同士や教員、ALTとコミュニケーション
をとる場を設定し、コミュニケーション能力を
育てる。
・ICTを活用し、言語だけでなく視覚でも意
味を捉えられるようにする。

家
庭
科

・実践的、体験的な活動を通して、生活をよ
りよくしようとする工夫する資質、能力を育成
する。
・家族や家庭、衣食住、環境などのについ
て、日常生活に必要な基礎的理解を図ると
ともに、それらに関わる技能を身に付けるた
めに家庭での調理の宿題や学校での裁縫
などの実習の機会を設定する。
・児童一人一人が、主体的に学習に取り組
めるよう、板書やワークシートを工夫し、課題
を解決する力を養う。
・自分の周辺に意識が向くような導入を工夫
し、意識をもって取り組む児童の育成を図
る。

・衣食住などに関する実践的・体験的な活
動を通して、生活をよりよくしようと工夫する
資質・能力を育成するための協動的、探究
的学習を実施する。
・家庭や家族、消費や環境などについて、
日常生活に必要な基礎的な理解を図るとと
もに、それらに関わる技能を身に付けるため
に、調理や実習、ワークシートで一人一人の
考えを伝える機会を多く実施する。
・児童一人一人が主体的に学習に取り組め
るよう、板書やワークシートを工夫し、課題解
決する力を養う。
・自分の周りの自然環境について身近から
考えられる課題を提示する。

体
育
科

・学習課題、流れ、児童の発表内容、学習
のまとめを記録するボードやＩＣＴを活用して
それらを視覚化し、単元を通しての児童の
学習を蓄積する。
・運動を通して、気付いたことや学んだこと
を共有する時間（シェアリング）を設け、すす
んで運動し、共に分かち合う心を育む。
・学習カードに課題や学んだこと、友達から
のアドバイスを記入させ、指導と評価の一体
化を図る。
・グループ学習を行い、互いのよい動きを見
付け、伝え合うことで、認め合う意識をもた
せる。

・みんなで一緒に運動遊びを楽しむために
は工夫が必要だということに気付くようにす
る。
・みんなで楽しく遊べる場や遊び方を工夫し
たり、伝え合ったりすることができるようにす
る。

・学習カードの共有を通して、協働的な学び
ができるようにする。
・友達のよい動きを見付け、伝えたり、友達
が抱える課題について一緒に悩んだりする
ことができるようにする。
・友達が何について困っているかが分かり、
友達と一緒に活動することができるようにす
る。

・互いの技能を高めるために友達の課題を
知り、よりよくする方法を伝え合おうとする思
いをもてるようにする。
・友達の運動を見て、よりよくする方法を一
緒に考え、伝え合えるよう時間を確保する。
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各教科における課題を改善するための指導の重点
年度当初に設定した重点 低学年 中学年 高学年

総
合
的
な
学
習
の
時
間

○計画的に野菜を栽培する体験活動や給
食指導、調理実習を通して食育の指導を
し、バランスの良い食生活を心掛ける大切さ
や食物に対する感謝の気持ちを育てる。
○探究課題解決のためにコンピューターや
情報通信ネットワークを活用しプログラミング
学習を取り入れたり、図書室や見つけ発見
室を適切かつ有効に活用したりすることがで
きる知識・技能を育成する。

・学習過程を「ふれる・つかむ」「追求する」
「まとめる」「生かす・広げる」とし、それぞれ
の過程の中で、特に思考・判断に関わる活
動において、児童の思考を活性化・深化さ
せるような手立てを工夫する。
・問題や疑問の発見につながるような体験
活動を設定し、課題について考えることがで
きるようにする。
・発表までの過程をイメージして、単元の見
通しをもって学習を組み立てていく。

・中学年と同様に、学習過程を「ふれる・つ
かむ」「追求する」「まとめる」「生かす・広げ
る」とし、それぞれの過程の中で、特に思考・
判断に関わる活動において、児童の思考を
活性化・深化させるような手立てを工夫す
る。
・課題づくりでは、実生活に基づいた課題を
吟味する視点を設定することで、適切な課
題を考えることができるようにする。
・発表までの過程をイメージして、単元の見
通しをもって学習を組み立てていく。

特
別
の
教
科
 
道
徳

〇思いやりの心を育てる人権尊重の教育を
推進し、偏見や差別をなくし、社会の一員と
しての自覚をもつ子を育てる。
・話合いや場面演技など、自分の考えを伝
え合う活動を行い、考えを広げる。
・ICTを活用し、児童の考えを伝えやすくす
ることで、考えを深める。
・学級の実態に応じた教材の選択をし、学
びを深める。

・効果的な資料提示、道徳的価値理解を深
めるための発問の工夫を行う。
・ねらいとする道徳的価値に照らして、自己
の見方、考え方を振り返らせることにより、道
徳的実践力に結び付けられるようにする。
・多面的・多角的に考え、伝え、考えをより
深める手段として、ICTを活用する。
・ペアで考えを伝え合い、全体で考えを共
有する。

・効果的な資料提示、道徳的価値理解を深
めるための発問の工夫を行う。
・ねらいとする道徳的価値に照らして、自己
の見方、考え方を振り返らせることにより、道
徳的実践力に結び付けられるようにする。
・多面的・多角的に考え、伝え、考えをより
深める手段として、ICTを活用する。
・少人数での意見交換をし、全体で考えを
共有する。

・効果的な資料提示、道徳的価値理解を深
めるための発問の工夫を行う。
・ねらいとする道徳的価値に照らして、自己
の見方、考え方を振り返らせることにより、道
徳的実践力に結び付けられるようにする。
・多面的・多角的に考えたり、伝えたりするた
めにアンケート機能や振り返り機能を活用
し、考えをより深められるようにする。
・友達との意見交流を通して自分の立場に
ついて明確にし、自分事として考えられるよ
うにする。

特
別
活
動

○委員会活動の充実を図り、集団の一員と
しての自らの役割を自覚し、主体的に活動
しようとする実践的な態度を育てる。
○学級会などの話し合い活動を通して集団
活動の基礎基本を身に付け、お互いのよさ
を認め合い、みんなのために働く喜びが分
かる子供を育てる。
○全学年特別支援学級や異学年との交流
活動を設定し、誰とでも仲良く協力して、豊
かな生活を築く態度を育てる。

・たてわり班活動、児童集会活動を通し
て、互いに尊重し合い、協力し、より良い
関係を築こうとする。
・学期や行事ごとにめあてを立て、振り返
りを行う。
・学級会を中心とした学級活動から、話
し合いの経験を通して、自分達で決める
ことが、達成感や充実感につながること
を理解させる。
・係・当番活動では、責任をもって取り組
むことや、互いを認め合う雰囲気を大切
にすることで自分から行動してみようとす
る意欲を高める。

・学級会を行うことで、話し合いの流
れを確認し、見通しをもって話し合い
活動ができるようにする。
・係・当番活動の充実を図るために、
互いに協力して計画したり、主体的に
取り組んだりする態度を育てる。
・高学年の委員会やクラブ活動、たて
わり班活動から、上級生がどのような
活動をしているかを知り、感謝の気持
ちをもち、自分たちが高学年になるに
向けて活躍しようとする態度を育て
る。

・学校行事、クラブ・委員会活動を通
して、学校の中心的な役割を担う
「リーダー」としての経験を積みなが
ら、最上級生としての役割が果たせる
よう事前準備や振り返りの時間を十分
確保する。
・たてわり班活動を通して、仕事のや
りがいを感じ、自覚と責任をもてるよう
環境を整え、異学年交流の活性化を
図る。
・学級の課題に対し、協力したり、互
いを尊重し合いながら、話し合いを行
える活動を取り入れていく。

外
国
語
活
動

○外国語活動を通じた異文化への柔軟な
見方、考え方を身に付けさせるために、協
働的、探究学習を実施する。
・低学年から高学年まで授業の同じ流れを
作り、学習内容の定着を促進する。
・中学年では、話すこと・聞くことを中心に
ALTと共同して授業を実践する。
・児童同士や教員とコミュニケーションをとる
場を設定し、コミュニケーション能力を育て
る。

・児童同士や教員とコミュニケーションをとる
場を設定し、コミュニケーション能力を育て
る。
・外国語を聞くこと、話すことを中心にして、
外国語に慣れ親しむようにする。
・イラストや映像等、視覚的にも理解を促す
手立てをするために、ICTや絵本等の教材
を工夫する。

・児童同士や教員とコミュニケーションをとる
場を設定し、コミュニケーション能力を育て
る。
・外国語を聞くこと、話すことを中心にして、
外国語に慣れ親しむとともに、外国語で表
現したり、伝え合ったりする楽しさを感じられ
るようにする。


